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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それでは我々の行っていることの説明に移ります。
意欲・学力が多様な新入生に対し学力を伸ばすために，講義だけでなく様々
な取り組みがあります。学力だけでなく，最初に申し上げた様に，「成功体験
のない学生を4年間のファーム生活で鍛え，良い出口とするために７つのキャ
リア教育を行っています。将来この若者が自分の部下になるなら今どうするか。
　まず，1年の前半で全員対象にスタディスキルズ，大学生活を軌道乗せる
導入教育をやります。この取り組みは平成16年度文部科学省の｢特色GP」に，
採択されました。 (大学教育支援プログラム）
　並行して社会で活躍する人生の先輩から苦労話・成功体験を聞いて，自ら
の将来を考える“夢口座”があります。暫く慣れた頃から「好きなことにチャレン
ジし目標を達成するとポイントがもらえるプログラム」に，参加できます。
　キャリアガイダンスは職業観を高めるために1年から3年までやります。
3年生の夏休みには，２～３週間企業での就労体験・インターンシップをしま
す。当学では大変力を入れていまして，希望者の殆ど全員が体験します。
キャリアプランは就職活動の準備として全学的に行うものと学科単位のものと
があります。そして個人対する就職支援があります。
　では今から１から７のそれぞれについて説明します。


F0OEFRE

EMHE
BEEMTOTS A

h -

-

I -

~
RITTSHEBE (FEFAM)




HOAEICHITHEMAAM DRI

—2014FEWERZEIRYR>T—




FHFEAL Gt EER)
BER BANEAA— T EOBR IR

FFEBE (X F
BER/ FEEMERET SHENIEND

BHEAEE

BHER MV ITEIVTAUE—20yTEZHET D
EFJ ﬁﬁﬂ__ﬂ_l
BEERFAN. FHORBHICENSD

%%%
@%b@é%%tﬁﬁ?é




Q@LDIHIZLTEREIN=H

NEBDEFIANMZERY T

RXEMNGZHEDHE AT LEZEAT S

FEE DR BEITHAAT

M TE DU TEMZERET 5

BB R TA—)LETILEZEIYHT




(Bt XREE2015 DR
— 7 atERERINIZ—




@R DIEHEZIN THEA L <REBEFXEKF> FRMBIEE




OHENERE~ANDZEMIL <FrAaKXFE> E8ERIIS
2011 FEIZ AVEF—2IYThTZITHEDRELFTED

B DIER . EFREDORINABHE

19 = 3% D e

52 (XM ITHHEZ D ENE)

EXTEXOL 5
=

FHIPHE T D FHBEZEST AT




@ F—/\—V ZzEDOITHE <AEAEHARE> £FEPBL

EFHFER B ELTER. 3T

o
FEICKREFHEHETOT S LITER

hHhIMN6ZDENT-AXVITHREE




OLEREZFEICETLITS <&IRIFXXKF> milzE

R, £3H

E [ZEARELR e

[FLE(ZRR L VEIR ]




@ — A TEHMATNGLY, HimhE <BHEBRERXRKFE>EHEE

EERE NG A DFE THHR#R IS 12 HEER

D—RIEEBELANILDFIE T =

LRI ~3DRBZERETEE



	研修会の成果とインターンシップ等の将来に向けて�－専門人材育成を通じた国際標準への道－
	本研修会の趣旨
	スライド番号 3
	「連携に向けた専門人材」とは�－国際標準に向けて－
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	我が国における専門人材の現状�－２０１４年度研修会を振り返って－
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	「関西地区研修会２０１５」の成果�－取組プロセスを中心に－
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17

